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買う前の不安と買った後の疑問に答える

今までのパソコンとはまったく違うコンセプトと印象的なデザインで話題のiMacは、ネットワークで使うことを前提と
したコンピュータだと言えます。フロッピーディスクをなくした代わりに56Kモデムや100BASE-TXのイーサネット
ポートを内蔵するなど、高速なネットワーク環境を装備しています。また、周辺機器はすべてUSBで接続しなければな
らないなど、今までコンピュータを使ってきた人なら、「ちゃんと使えるのだろうか？」と悩むことでしょう。そこで、2
号連続で、そういった読者のみなさんの買う前の不安と買った後の疑問にお答えします。今号ではインターネットへの
接続に関する質問と印刷に関する質問に、次号ではほかのコンピュータとのデータ共有に関する質問にお答えします。

吉田浩章

インターネット接続・印刷編
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米国では、56Kモデムで接続でき

ないとか、接続してもすぐ切断され

てしまうといったケースが頻発したた

め、モデムのアップデートファイル

「iMac モデムアップデート1.0」が配

布されました。56Kbpsという高速

での接続は回線に混じるノイズの影

響を受けやすく、接続断を招きます。

そのため、接続速度の上限を33.6

Kbpsにしたアップデートファイルが

配布されたわけです。

回線の品質の異なる米国と日本で

は事情が異なるためか、この問題は

日本では取り沙汰されることは少な

いようです。

実際に編集部でiMacの「インタ

ーネット接続アシスタント」に登録

されているプロバイダーと本誌の読

者アンケートの結果で人気の高かっ

たプロバイダー上位20社（56Kflex

とV.90に対応しているプロバイダー

に限る）に接続テストをしてみたと

ころ、45333Kbpsから46667Kbps

で接続できました。いくつかのプロ

バイダーでは2時間ほどウェブページ

を見てみましたが、途中で接続が切

断されることもありませんでした。も

ちろん、この結果はあくまで1つの例

でしかなく、日本全国すべての地域

で同様の結果が得られるとは限りま

せん。前にも述べたように回線の品

質のによっては米国と同様の症状が

出ることもあるでしょう。

もし、うまく接続できなかったり、

接続中に切断されてしまったりした

場合は、（接続速度が遅くはなりま

すが）「iMac モデムアップデート1.0」

を試してみましょう。日本のアップ

ルのサイトにも登録されています

（ht tp : / / f t p - i n fo .app le . co . j p /

reference/imac_modem_update-

j.html）。

なお、iMacの56KモデムはK56flex

とV.90に対応していますが、プロバ

イダー側で未対応のこともあるので、

そのような場合も「iMac モデムアッ

プデート1.0」を使うことで、低速です

が安定した接続が期待できます。

ほとんどの場合は大丈夫です。問題がある場合は
「iMac モデムアップデート1.0」で対処できます。

米国で話題になっていた56Kモデムの接続不良の問題は、
日本では大丈夫ですか？

iMacの56Kモデムは「K56flex」と「V.90」という2

つの通信規格に対応しています。「K56flex」はロックウ

ェル社らが提唱している規格で、「V.90」は今年9月15

日にITU-Tによって標準仕様として正式に採択された規

格です。今後は、ITUの正式発表まで「V.90」の正式サ

ポートを控えていたプロバイダーが続々と対応してくるで

しょう。「V.90」の接続速度は、56000、54667、

53333、52000と細かく区切られています。これに対して

「K56flex」の接続速度は、56000、54000、52000、

50000と、大きく区切られています。非常にノイズの影響

を受けやすい56Kモデムで少しでも速い速度で接続したい

なら「V.90」に対応しているプロバイダーにアクセスした

ほうがよいでしょう。

●iMac モデムアップデート1.0の使い方

1まず、配布ファイルはイメージファイ
ル形式なので、Disk Copy（http://ftp-
info.apple.co.jp/reference/disk_copy613
.html）を使って内容を表示させます。

2この中の「 iMac Internal 56k（ v.34
Only）」を、機能拡張フォルダの中に
ある「Modem Scripts」フォルダに入
れます。

3次に、モデムコントロールパネルの
「モデム」ポップアップメニューで
「iMac Internal 56k（v.34 Only）」を選
択し、コントロールパネルを閉じれば
OKです。

接
続
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100BASE-TXでも10BASE-Tで

もケーブルの形状は同じ（RJ-45の

ツイストペアケーブル）なので問題

はありません。ただし、接続できる

ことと使えることとは別です。クロ

スケーブルを使って100BASE-TXポ

ートを持つパソコン同士を接続すれ

ばOKですが、ハブを介したネットワ

ーク構 成 の場 合 は、 ハブが

100BASE-TXに対応していなければ

なりません。

以前のハブは100BASE-TXか

10BASE-Tかの二者択一だったので

すが、最近では100BASE-TXと

10BASE-Tの混在環境に対応できる

デュアルスピードハブが登場していま

す。デュアルスピードハブは、信号

を検知して1 0 0 B A S E - T X か

10BASE-Tかを自動的に判断しま

す。100BASE-TXへの移行期にあ

る現在は重宝するでしょう。

なお、100BASE-TXを使用する

ときは、ケーブルは高速通信を保証

するカテゴリー5という仕様のものを

使用してください。イーサネットケ

ーブルには、カテゴリー3、カテゴリ

ー4などのケーブルも

あります。いま現在、

店で売られているイー

サネットケーブルのほ

とんどはカテゴリー5

ですが、見た目では区

別がつなかいので、パ

ッケージなどの表記を

よく読んでから購入し

ましょう。

接続できます。

iMacの100BASE-TXポートに、いま使っている
10BASE-Tのケーブルは接続できますか？2

物理的なバンド幅は100BASE-

TXが100Mbps、10BASE-Tが

10Mbpsですから、計算上は10倍と

いうことになります。しかし、それは

あくまで理論値です。実際には

10BASE-Tでも10Mbpsの転送速度

を出 すことはありませんし、

100BASE-TXでも同様に100Mbps

の転送速度を出すことはありません。

その原因は、ネットワークプロト

コルのオーバーヘッドやディスク装置

の転送速度、CPUの速度などがボ

トルネックになるためです。ネットワ

ークプロトコルもTCP/IPをはじめ、

マックのAppleTalkやウィンドウズ

のNetBEUIなどがあり、それぞれに

速度が異なります。

今回、実際にどのくらい高速にな

るのかをテストしてみました。Apple

Share IPサーバー（G3/333MHz）

にiMacを接続して、100BASE-TX

と10BASE-Tそれぞれでファイルの

転送時間を比較してみたのが表の①

です。OSのバージョンは、MacOS

8.5です。20Mバイトの単一ファイ

ルと、450個ほどのファイルを含ん

だ20Mバイトのフォルダを、アップ

ロード、ダウンロードしています。単

一ファイルでは、アップロード、ダ

ウンロードともに、10BASE-T接続

時には30 秒を要したのに対し、

100BASE-TX接続時ではわずか4秒

（！）で済んでおり、7.5倍ほども高

速になっていることがわかります。フ

ォルダの場合は、ファイル数が多く

ハードディスクのヘッドの移動が頻

繁に生じるためか、それほどではな

く、2倍程度にとどまっています。

ネットワークの速度を素直に表し

ているのが単一ファイルの転送時間

ですから、これを見る限り、物理的

な速度差の10倍とは言わないまで

も、十分に高速です。ただし、これ

はAppleShare IPサーバーを使った

場合だということに注意してくださ

い。ちなみに、サーバーソフトを利

用せずにMacOS 8.5のファイル共有

を使った場合の結果が表の②です。

これを見ると、だいたい2倍から3倍

程度の差に収まっています。100

BASE-TXの恩恵を十分に受けるに

は、AppleShare IPサーバーが必要

ということでしょうか。

なお、100BASE-TXを利用する

には、ハブだけでなく相手側の端末

も100BASE-TXに対応していなけれ

ばなりません。

約2倍から3倍、専用サーバーを使えば約7.5倍速くなっています。

100BASE-TXは10BASE-Tよりどれくらい速いですか？3

iMacのイーサネットポートに
100BASE-TXのケーブルを接続
したところ。モデムポートと間
違えないようにしてください。
イーサネットポートには「<…>」
というマークが付いています。

20MBの 
ファイルを 
コピー 

20MBの 
フォルダを 
コピー 

20MBの 
ファイルを 
コピー 

20MBの 
フォルダを 
コピー 

iMac→G3 Server

G3 Server→iMac

iMac→G3 Server

G3 Server→iMac

iMac→G3 Server

G3 Server→iMac

iMac→G3 Server

G3 Server→iMac

100BASE-TX

①AppleShare IPサーバーをインストールした状態 

②AppleShare IPサーバーをインストールしていない状態 

20秒 

21秒 

39秒 

33秒 

33秒 

29秒 

48秒 

42秒 

4秒 

5秒 

22秒 

13秒 

17秒 

10秒 

33秒 

24秒 

10BASE-T

■100BASE-TX接続と
10BASE接続の転送速度の比較
（MacS 8.5の場合）

※ iMacとMacintosh Server G3/333をクロスケーブルで直結した環境でテストを行いました。
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iMacでは「PPP」コントロールパ

ネルはなくなりました。代わりに「リ

モートアクセス」コントロールパネル

を使って、ダイアルアップ接続を行

います。

「リモートアクセス」コントロール

パネルは、もともとはApple Remote

Access（ARA）用のクライアント

ソフトでしたが、iMacやMacOS 8.5

でインストールされるものは、PPP

と統合されたものになっています。

「リモートアクセス」コントロール

パネルでは、アカウント名や電話番

号などについての設定のほかに、非

操作時間による接続断やTCP/IPア

プリケーションの起動による自動接

続などの設定項目が含まれているの

で、一度確認しておくとよいでしょ

う。また、回線の接続と切断は「リ

モートアクセス」コントロールパネル

からもできますが、コントロールバー

を使うほうが手軽です。

名前が「リモートアクセス」
コントロールパネルに変わりました。

「PPP」コントロールパネルが見つかりません。
どこにありますか？4

iMacとMacOS 8.5から登場し
た「リモートアクセス」コント
ロールパネルのアイコン。

「リモートアクセス」コントロー
ルパネルの画面。オプション設
定で詳細な設定ができます。

現在、NECからUSB対応のTA

「Aterm IT65EX」が発売されていま

す。ただし、iMacに対応したドライバ

ーがないため利用することができませ

ん。この件に関して、NECはiMac

への対応は「時期は未定だが対応す

る予定」とコメントしています。

iMacへのUSB機器の最新対応状

況は、アップルのiMac周辺機器一

覧のページ（http://imac.apple.co.jp/

peripheral/）にあるのでチェックして

おきましょう。USBに対応したフロ

ッピーディスクやデジタルカメラなど

の予定はあるものの、残念ながらTA

の対応予定は今のところないようで

す。今後の各メーカーの動向を期待

して待つしかないようです。

NECから発売されていますが、
残念ながらiMacでは利用できません。

すでにISDNを引いてあるのですが、
USB対応のTAは発売されていますか？6

実際にFreePPP2.6.2をインスト

ールしてみましたが、問題なく使う

ことができました。ただし、PPPが

2つインストールされることになるた

め、もしリモートアクセスと併用す

るなら、逐一、TCP/IPコントロー

ルパネルで「経由先」を変更する必

要があります。

両者がインストールされていると

き、FreePPPはいいのですが、筆者

が試した限りいったんFreePPPを使

うと次のリモートアクセスでは接続

できませんでした（モデムはつながる

が、TCP/IPネットワークが確立しな

い）。接続させるには、あらかじめ

TCP/IPの「経由先」を変更して

iMacの再起動が必要なようです。

なお、これも筆者の環境でですが、

ダイアルアップIP接続を開始してか

らネットワークが確立するまでの時

間は、リモートアクセスよりFree

PPPのほうが短時間で、逆に、切断

はリモートアクセスのほうが短時間

でした。

また、So-ne t のサーバーから

330Kほどのバイナリーファイルのダ

ウンロード時間も計測してみました。

リモートアクセスの平均転送時間は

1分39秒、FreePPPの平均転送時

間は1分20秒という結果でした。一

概にはいえませんが、より快適なダ

イアルアップ環境を望むならFree

PPPの利用も一考です。

使えます。

いままで使いなれた接続ソフト「FreePPP」は使えますか？5
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iMacでISDNを利用する方法とし

ては、①USB対応のTAを使う、②

USBとシリアルポートを変換するコ

ネクターを利用して従来のTAを使

う、③TAのアナログポートにモデム

を接続して利用する（図1）、④ダイ

アルアップルーターを使うという4つ

の方法が考えられます。

最も手軽なのは①のUSB対応の

TAを使う方法ですが、残念ながらま

だiMacに対応したTAがありません。

②の方法も手軽なのですが、やはり

シリアルとUSBを変換するコネクタ

ーがありません。③の方法は十分可

能ですが、ISDNを利用するメリッ

トを享受できません。ただ、iMacに

対応するTAが発売されるまでこの方

法で我慢するという選択肢もありま

す。しかし、一番オススメなのが④

のダイアルアップルーターを利用する

方法です。現在、最も現実的な方

法でもあります。

物理的な接続はiMacとダイアル

アップルーターをイーサネットケーブ

ルで直結すればOKです。また、ダ

イアルアップルーターのほとんどが複

数の10BASE-Tポートを持っている

ので、図2のようにハブ代わりに2～

3台のパソコンを接続することもでき

ます。

ただし、ダイアルアップルーターは

100BASE-TXに対応していないもの

がほとんどです。現在発売されてい

る低価格なダイアルアップルーター

の中で、唯一100BASE-TXに対応

できるのがテレコムデバイス（http://

www.tcd.co.jp/）の「NetCruz」

（68,800円）です。NetCruzのイー

サネットポートはモジュール方式を採

用していて、今後発売予定の10/

100BASE-TX対応のモジュールに差

し替えることで100BASE-TXにも対

応できます。

これ以外のダイアルアップルータ

ーを使って100BASE-TXのネットワ

ークを構築したいという場合は、図

3のようにデュアルスピードハブを介

してダイアルアップルーターと接続す

ればOKです。こうすればダイアルア

ップルーターへは10BASE-Tでの接

続ですが、そのほかの部分では100

BASE-TXが利用できます。後にパ

ソコンの台数が増えても、100BASE-

TXのネットワークを構築できます。

ダイアルアップルーターといっても

本誌でも何度も取り上げているよう

に、最近のものは設定も簡単ですし、

値段もTAの値段＋1万円くらいで

購入できます。なんといっても複数

のパソコンを1台のダイアルアップル

ーターで賄えることのメリットのほう

が大きいでしょう。これを機会に購

入してみてはどうでしょうか。

ダイアルアップルーターを利用する方法が最も現実的です。

ISDNユーザーがインターネットに接続する方法は？7

iMac インターネット 
 TA

56K
モデム 
ポート 

ISDN

モジュラーケーブル 

アナログ 
ポート 

ISDN
ポート 

図1 TAのアナログポートにiMacの56Kモデ
ムを接続すれば、56Kbpsで通信できる

iMac

Win

ネットワーク対応 
プリンター 

TEL

FAX

インターネット 
 

ダイアルアップ 
ルーター 
 

モジュラーケーブル 
10BASE-Tイーサネットケーブル 

10BASE-Tポートで接続 

10BASE-T�
ポート 

図2 ダイアルアップルーターなら手軽に10
BASE-Tのネットワークを構築できる

モジュラーケーブル 
イーサネットケーブル 

iMac

Win

ネットワーク対応 
プリンター 

TEL

FAX

インターネット 
 

ダイアル 
アップ 
ルーター 
 

10/100BASE-TXポートで接続 10BASE-Tポートで接続 

デュアル 
スピード 
ハブ 
 

図3 デュアルスピードハブを介してダイアルアップルーターと
接続すれば100BASE-TXのネットワーク環境を活かせる

100BASE-TXに対応できるテレコムデバイスのダイア
ルアップルーター「NetCruz」。
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結論から言うと、アップグレード

したほうがいいでしょう。特にLAN

環境で使用しているのであれば、そ

の恩恵は大きいはずです。MacOS

8.5の特徴は、特にネットワークに関

連した機能が強化されています。た

とえば、ネットワークを介したファイ

ルの転送時間が短くなります。表の①

と表の②は、AppleShare IPサーバー

とのファイル転送時間を、MacOS

8.1とMacOS 8.5とで比較したもの

です。転送するデーターは20Mバイ

トの単一ファイルと、450個ほどの

ファイルを含む20Mバイトのフォル

ダです。これらを見ると、全般に高

速になっていることが分かります。

100BASE-TX接続時に単一ファイ

ルのコピーでは差はありませんが、フ

ォルダのコピーでは2倍から3倍に高

速になっています。また、10BASE-

T接続時でもやはり高速になってお

り、おおまかに1.5倍から2.5倍程度

に高速になります。この結果からも

分かるとおり、iMacの100BASE-

TX搭載は、8.5の布石とも言えます。

もっとも、その性能を享受するには、

ほかにも100BASE-TX対応のパソコ

ンを所有していて、ハブも100 BASE-

TX対応のものが必要です。

MacOS 8.5では、このほかにシャ

ーロックという統合された検索機能

も見逃せません。これまでのOSの検

索といえばファイル名やファイルの属

性で検索していましたが、シャーロ

ックでは、ファイルの内容まで検索

が可能ですし（しかも日常語での検

索が可能です）、WWWブラウザー

を起動することなくインターネットの

検索エンジンを利用することもでき

ます。MacOS 8.5にすれば、iMac

をもっと快適に使うことができるで

しょう。MacOS 8.5については264

ページで詳しく解説しています。

アップグレードしたほうがよいでしょう。

iMacもMacOS 8.5に
アップグレードしたほうがよいのですか？8

20MBの 
ファイルを 
コピー 

20MBの 
フォルダを 
コピー 

20MBの 
ファイルを 
コピー 

20MBの 
フォルダを 
コピー 

iMac→G3 Server

G3 Server→iMac

iMac→G3 Server

G3 Server→iMac

iMac→G3 Server

G3 Server→iMac

iMac→G3 Server

G3 Server→iMac

MacOS 8.5

①100BASE-TXで接続している状態（AppleShare IPサーバー利用時） 

②10BASE-Tで接続している状態（AppleShare IPサーバー利用時） 

4秒 

5秒 

40秒 

45秒 

30秒 

30秒 

1分33秒 

1分20秒 

4秒 

5秒 

22秒 

13秒 

20秒 

21秒 

39秒 

33秒 

MacOS 8.1

iMacを含めてマックではフリーズ時

にはキーボードから「command」＋

「control」＋「スタート」キーを同時に

押すことで、強制的に再起動させる

ことができます。ところがiMacでは

USB仕様のため、フリーズ時にこの

キーの組み合わせを押しても、ほと

んどの場合有効ではありません。

そのような場合は、本体側面の

I/Oポートの中にある再起動用の穴

（縦に2つ並んでいる上のもの。三角

のマークが付いている）を細いピン

で突くことで、再起動させることが

できます。

再起動用の穴を押します。

iMacがフリーズしたらどうすればいいですか？9

I/Oポート部にある再起動用の穴。同じような穴が縦に2つ並
んでいますが、上の穴が再起動用のものです（下の穴はプロ
グラマボタンと言います）。間違えないようにしましょう。

■MacOS 8.1と
MacOS 8.5の
転送速度の比較

※ iMacとMacintosh Server G3/333をクロスケーブルで直結した環境でテストを行いました。
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シリアルポートまたはパラレルポー

トしか持たないプリンターは、そのま

まではiMacに接続できません。iMac

はUSBしか備えていないため、これ

らのプリンターを利用するにはUSB

の変換ケーブルや変換コネクターが

必要です（図）。

一番オススメなのは、やはり各メ

ーカーが提供している専用の変換ケ

ーブルを使う方法です。まず、エプ

ソン（h t t p : / / w w w . i - l o v e -

epson.co.jp/）からは、「PRCB8」

という変換ケーブルが9,000円で発

売されています。これはエプソン製

のPM-600C、700C、750C、

2000、CMJ-830Cの機種で使用で

きます。

また、キヤノン販売のBJプリンタ

ーBJC-420J、430J、440J、465J

用には、ピクセラから専用変換ケー

ブル「PixeCable USB」が9,000円

で発売されています。アルプスのマ

イクロドライプリンター用にも、同

社から変換ケーブルが発売される予

定です。

次に、上記以外のシリアルポート

を持つプリンターの場合は、米国

Momen t um 社（h t t p : / / www .

momentuminc.net/）が提供する

USBからシリアルポートに変換する

アダプター「uConnect for Printers」

（84ドル）を使用します。これは、

ホームページから購入できます。

パラレルポートを持つプリンターの

場合は、フォーカルポイントコンピュ

ータ（http://www.focal-point.com/）

が提供するUSBからパラレルポート

に変換するアダプター（21,800円）

を使用します。

ただし、実際にすべての機種で試

したわけではないので、動作しない

機種もあるかもしれません。購入す

るまえに、必ず各メーカーに自分の

持っているプリンターに対応してい

るかどうかを確認してください。

また、以上のようなUSB対応製

品を使う場合は、アップルから配布

されている「iMac アップデート1.0」

を使ってiMacをアップデートしてお

きます。iMacアップデート1.0は、

サードパーティー製のUSB製品を安

定して使えるようにするアップデータ

です。アップデータは、http://ftp-

info.apple.co.jp/reference/imac_u

pdate-j10.htmlからダウンロードで

きます。この配布ファイルも「iMac

モデムアップデート1.0」と同様にイ

メージファイル形式なので、Disk

Copy（http://ftp-info.apple.co.

jp/reference/disk_copy613.html）

が必要になります。

各プリンターメーカーが提供している専用の変換ケーブルを使う、
シリアル／パラレルポートをUSBに変換するケーブルを使う
方法があります。

今まで使っていた（シリアル／パラレル接続の）
プリンターを使う方法は？10

一番簡単な方法は、AppleTalk対

応のネットワークプリンターを利用

することです。すでにEtherTalk（イ

ーサネット）でネットワークを構築

していて、そこでネットワーク対応

プリンターを共有している環境なら、

iMacをイーサネットで接続し、プリ

ンタードライバーをインストールする

だけで印刷できます（図）。

また、LocalTalkで共有されてい

るプリンターなら、ファラロン社

（http://www.farallon.co.jp/）の

LocalTalkをイーサネットに変換する

コネクター「EtherMac iPrint LT」

（26,000円）を使えばプリンターの

共有ができます。

いままで1台で使っていたマックに

加えてiMacが増え、マックが2台に

なったのを機に、プリンターをネット

ワークで共有したいというケースも多

いことでしょう。イーサネットでも

LocalTalkでもプリンターがネットワ

ークに対応していれば上記の方法で

利用できます。では、ネットワーク

に対応していないプリンターは、ど

うすればよいのでしょうか？

機種が限定されてしまいますが、

たとえば、エプソンのPM-5000Cや

MJ-8000C、MJ-6000Cのいずれか

の機種の場合は、「CPSソフトリッ

パー4」（30,000円）というソフト

ウェアを使って共有できます。プリ

ンターはプリントサーバーとなるマッ

クとシリアル（オプションでイーサネ

ット）接続するため、ほかのマック

のプリントジョブはすぐに解放されま

す。「CPSソフトリッパー4」の本来

の機能は、上記のプリンターで

PostScript出力を可能にするもので、

どちらかというとデザイン事務所向

きのものですが、比較的手ごろな価

格なので、すでに上記のプリンター

を所有しているならオススメです。

プリンターがネットワーク対応なら
イーサネットで接続して、
ドライバーをインストールするだけです。

1台のプリンターへ複数のマックから印刷する方法は？11

AppleTalkに対応したネッ
トワークプリンターを使っ
たプリンターの共有方法

ハブ 
 

イーサネットケーブル 

ネットワークプリンター iMac Mac

iMac プリンター 

USBポート 
シリアルあるいは 
パラレルポート 

専用の変換ケーブル 

シリアル／パラレルを
USBに変換するケーブ
ルを使った接続方法

印
刷
編 
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クロスプラットホームやマルチプラ

ットホームでのプリンター共有の形

態はいくつか考えられるのですが、実

現可能かどうかというと、実は案外

難しい問題です。いくつか方法があ

るので順に説明します。

●マルチプロトコルのネットワーク対

応プリンターを使う

最も確実で手軽なのは、Q11と同

じようにマックやウィンドウズで使え

るマルチプロトコルのネットワーク対

応プリンターを利用することです。

プリンターによっては、ネットワーク

インターフェイスがオプション扱いの

ものもあります。パラレル接続のも

のであっても、インターフェイスの装

着によってネットワーク対応になる

ものもあります。

●PC MACLAN／DAVEなどのユ

ーティリティーソフトを使う

ディアイティ（http://www.dit.co.

jp/maclan/）の「PC MACLAN」（1ユ

ーザー用、ウィンドウズ95用36,000

円、NT用は45,000円）やウィニン

グランソフトウェア（http://www.

winningrun.co.jp/）の「DAVE」（1ユ

ーザー用、22,800円）といった、ウ

ィンドウズとマックとの間でファイル

共有を可能にするユーティリティー

ソフトを利用すれば、ネットワーク

上のプリンターに対して、ウィンド

ウズとマックの双方からプリントでき

ます。ただし、利用できるプリンタ

ーはPostScriptプリンターのみとい

う制限があります（図1）。

●プリントサーバーを使う

プリントサーバーは、プリンターを

ネットワークに接続するためのアダプ

ターです。プリントサーバーを導入

することで、パラレル接続のプリン

ターをネットワークプリンターにする

ことができます（図2）。

ただし、マック側のプリンタード

ライバーがネットワークに対応してい

る必要があります。また、対応する

プリンターがPostScriptプリンター

のみの製品が多いという問題もあり

ます。自分の環境に合った製品を選

べるなら問題はありませんが、それ

以外の人は、購入は控えたほうがよ

いでしょう。

●2つのポートを持つプリンターを利

用する

プリンターによっては（エプソンの

PMシリーズなど）パラレルポートと

シリアルポートの2つを備えているも

のがあります。そこで、原始的です

が、パラレルポートにはウィンドウズ

マシンを接続して、シリアルポート

にはUSBの変換ケーブルを使って

iMacを接続します（図3）。

●NTサーバーやAppleShare IP 5.0

といった専用のファイル／プリント

サーバーを導入する

専用のサーバーを導入すれば、各

種プリンターを共有できます（図4）。

プリントサーバーの機能により、プ

リントデータをスプールしてくれるた

め、クライアントのプリントジョブが

すぐに解放されるというメリットもあ

ります。ただし、コストや導入の手

間、メンテナンスなどが必要なので、

仕事の規模や内容によって判断すべ

きでしょう。

オススメは、マルチプロトコルのネットワーク対応プリンターを
使う方法か、PC MACLAN／DAVEなどのユーティリティー
ソフトを使う方法です。

1台のプリンターへiMacとウィンドウズマシンの両方から
印刷する方法は？12

ハブ 
 

イーサネットケーブル 

PSプリンター iMac Win+�
PC MacLAN�
をインストール 

Mac

ハブ 
 

イーサネットケーブル 

プリントサーバー+プリンター iMac Win

ハブ 
 

イーサネットケーブル 

プリンター iMac WinNTサーバーあるいは 
Apple Share IPサーバー 

2つのポートを持つプリンター 

iMac Win

シリアル 
ポート 

パラレル 
ポート 

USB－シリアル 
変換ケーブル 

図1 PC MACLAN／DAVEなどのユーティ
リティーソフトを使ったプリンターの
共有方法

図2 プリントサーバーを使ったプリンター
の共有方法

図3 2つのポートを持つプリンターを使っ
たプリンターの共有方法

図4
NTサーバーや
AppleShare IP
サーバーを使
ったプリンタ
ーの共有方法
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